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負の熱膨張材料とその収縮メカニズム 
―ゼロ熱膨張材料の実現を目指して― 

　　 村井啓一郎

　物質に熱を加えると膨張することは一般的に知られている。電子機器の小型化・精密化が進
み，それらを構成する材料のわずかな熱膨張が大きな問題となっている。もし温度上昇によら
ず熱膨張が起こらない“ゼロ熱膨張材料”があればこの問題は解決する。近年，熱を加えるこ
とで体積が減少する“負の熱膨張材料”が注目されており，いくつかの物質が発見されてい
る。P550-551

陽イオンの酸化によるイオン半径の変化がもたらす負の熱膨張メカニズム
　東らの研究グループは，BiNiO 3 という物質のNi を一部 Fe に置換した材料を合成し，
これが大きな負の熱膨張率をもつことを発見した。

レーダー


